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新風会からの
 ごあいさつ

　

梅
雨
入
り
後
に
は
37
℃
を
超
え
る
猛
暑
日
を
記
録
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
も
見
舞
わ

れ
と
、今
年
の
夏
も
暑
く
な
る
予
報
で
熱
中
症
に
も
豪
雨
に
も
万
全
の
対
策
が
必

要
で
す
。
７
月
に
は
参
議
院
選
挙
も
あ
り
、こ
ち
ら
も
暑
い
夏
、選
挙
権
を
行
使

し
是
非
と
も
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
!!

　

地
域
の
課
題
を
一
つ
で
も
解
決
で
き
る
よ
う
、市
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
会
員

一
同
こ
れ
ま
で
以
上
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
構
成

●
総
務
常
任
委
員
会

委　

員　

石
川 　
　

徹

大
竹 　

隆
一

後
藤 　
　

彰

青
木 　

和
也

委員長

後閑 賢二

●
防
災
・
危
機
管
理
対
策

特
別
委
員
会

委　

員　

松
本 　

賢
一

大
竹 　

隆
一

時
田 　

裕
之

後
藤 　
　

彰

樋
口 　

哲
郎

●
子
育
て
支
援
・
定
住
人
口

増
加
対
策
特
別
委
員
会

委　

員　

白
石 　

隆
夫

青
柳 　
　

隆

大
河
原 

吉
明

高
橋 　
　

淳

●
市
民
経
済
常
任
委
員
会

委　

員　

長
壁 　

真
樹

白
石 　

隆
夫

渡
辺 　

幹
治

副委員長

渡辺 隆宏

●
建
設
水
道
常
任
委
員
会

委　

員　

柴
田 　

和
正

根
岸 　

赴
夫

青
柳 　
　

隆
委員長

大河原 吉明
副委員長

高橋 淳

●
環
境
施
設
調
査
特
別
委
員
会

委　

員　

丸
山 　

和
久

石
川 　
　

徹

青
木 　

和
也

委員長

柄沢 高男
副委員長

長壁 真樹

●
都
市
集
客
施
設
整
備

特
別
委
員
会

委　

員　

後
閑 　

賢
二

根
岸 　

赴
夫

渡
辺 　

隆
宏

委員長

渡辺 幹治
副委員長

柴田 和正

●
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

委　

員　

丸
山 　

和
久

柄
沢 　

高
男

松
本 　

賢
一

時
田 　

裕
之

委員長

樋口 哲郎

　

６
月
10
日
〜
25
日
ま
で
の

16
日
間
の
会
期
で
市
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、補
正
予

算
で
は
小
栗
上
野
介
関
連
の

観
光
促
進
事
業
な
ど
約
２
億

行
政
視
察
７
月
９
日
〜
11
日

・
外
国
人
相
談
体
制
、開
庁
時

間
短
縮
の
取
り
組
み
、鳥
取

市
移
住
交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン

に
お
け
る
取
り
組
み
と
市
の

移
住
支
援
制
度
に
つ
い
て

行
政
視
察
７
月
９
日
〜
11
日

・
不
登
校
支
援
の
取
り
組
み
、

子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
え
が
お
館
、多
機
関
型

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

行
政
視
察
７
月
29
日
〜
31
日

・
下
水
道
劣
化
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
取
り
組
み
、道
路
維
持

管
理
業
務
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
化
、

ウ
オ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
と
し

て
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て

行
政
視
察
７
月
29
日
〜
31
日

・
脱
炭
素
社
会
実
現
へ
の
取

り
組
み
、大
河
ド
ラ
マ
の
放

送
を
活
か
し
た
観
光
施
策
、

山
口
市
産
業
交
流
拠
点
施
設

を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

に
つ
い
て

　

５
月
の
臨
時
会
に
お
い
て

各
常
任
委
員
会
の
構
成
が
変

わ
り
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
構
成

　

６
月
市
議
会
定
例
会
に
お

い
て
各
特
別
委
員
会
の
構
成

と
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

６
千
万
円
を
増
額
、ま
た
児

童
相
談
所
に
関
連
す
る
条
例

の
制
定
や
高
崎
市
立
学
校
設

置
条
例
の
一
部
改
正
等
18
議

案
を
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、全
国
市
議
会
議

長
会
か
ら
永
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

し
た
功
績
に
よ
り
、新
風
会

の
４
名
に
永
年
勤
続
表
彰

が
贈
ら
れ
、根
岸
議
長
（
写

真
右
か
ら
二
番
目
）よ
り
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
右
よ
り　

勤
続
10
年
表
彰  

後
藤　

彰  

３
期
目

勤
続
30
年
表
彰  

柴
田
和
正  

８
期
目

勤
続
20
年
表
彰  

柄
沢
高
男  

６
期
目

勤
続
20
年
表
彰  

松
本
賢
一  

６
期
目

全
国
市
議
会
議
長
会
永
年
勤
続
表
彰

全
国
市
議
会
議
長
会
永
年
勤
続
表
彰



渡辺 隆宏

樋口 哲郎

若
年
層
を
取
り
巻
く
住
宅
取
得
環
境
に

つ
い
て

 

物
価
や
金
利
の
上
昇
に
加
え
、給
与

所
得
が
な
か
な
か
伸
び
な
い
中
、若
年

層
の
住
宅
取
得
負
担
が
増
し
て
い
る

現
状
に
つ
い
て
、本
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
、対
応
し
て
い
る
の
か
。

 

物
価
や
金
利
の
上
昇
に
よ
り
若
年
層

の
住
宅
取
得
負
担
は
増
加
し
て
い
る
が
、

本
市
で
は
上
限
金
額
の
な
い「
移
住
促
進

資
金
利
子
補
給
制
度
」に
よ
り
、金
利
上

昇
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。
利
用

者
の
多
く
が
20
〜
30
代
で
、負
担
軽
減
に

貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、中
小
企
業
へ
の

賃
上
げ
支
援
や
若
者
就
職
奨
励
、資
格

取
得
支
援
な
ど
に
よ
り
、収
入
向
上
と

職
場
定
着
を
促
進
し
、住
宅
取
得
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
若
年
層
の
住
宅
取
得
を

後
押
し
し
て
い
き
た
い
。

 

物
価
や
金
利
上
昇
が
住
宅
取
得
に

与
え
る
影
響
を
踏
ま
え
、「
移
住
促
進

資
金
利
子
補
給
制
度
」
が
若
年
層
の

支
援
に
有
効
で
あ
る
と
評
価
す
る
と

と
も
に
、今
後
は
「
定
住
」
も
支
援
対

象
に
加
え
る
制
度
拡
充
を
提
案
す
る
。

具
体
的
に
は
、20
〜
30
代
の
子
育
て
世

代
を
対
象
と
し
た
ベ
ー
シ
ッ
ク
支
援
を

設
け
、倉
渕
・
榛
名
・
吉
井
の
移
住
促

進
地
域
に
は
地
域
加
算
を
設
定
す
る

こ
と
で
、既
存
制
度
を
補
完
し
、子
育

て
世
代
の
住
宅
取
得
の
後
押
し
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
若
年
層
の
住
宅
取

得
環
境
を
取
り
巻
く
課
題
は
、今
後
の

定
住
人
口
の
維
持
や
地
域
の
活
力
維

持
に
直
結
す
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る

と
考
え
、支
援
を
要
望
す
る
。

地
域
農
業
の
現
状
に
つ
い
て

 

本
市
の
農
地
・
農
業
用
施
設
の
維

持
管
理
へ
の
支
援
策
は
。

 

地
域
で
農
地
・
農
業
用
施
設
の
維

持
管
理
を
行
う
活
動
組
織
を
支
援
す

る
制
度
と
し
て
、多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
、お
よ
び
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
の
制
度
が
あ
る
。
今
後
も

制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
図
って
い
く
。

 

本
市
に
お
け
る
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
の
取
り
組
み
の
状
況
は
。

 

令
和
６
年
度
の
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
の
実
績
は
、高
崎
地
域
で
は
、長

野
堰
広
域
協
定
や
水
土
里
ネ
ッ
ト
南
新

波
推
進
協
議
会
な
ど
の
６
組
織
、吉
井

地
域
で
は
、西
吉
井
環
境
保
全
会
の
１

組
織
、計
７
組
織
の
活
動
を
支
援
し
た
。

本
年
度
よ
り
吉
井
地
域
に
お
い
て
、新
た

な
活
動
組
織
と
し
て
、鏑
北
環
境
保
全

会
が
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
、

高
崎
地
域
６
組
織
、吉
井
地
域
２
組
織

の
計
８
組
織
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

 

本
年
度
新
た
に
活
動
を
開
始
し

た
鏑
北
環
境
保
全
会
は
ど
の
よ
う

な
組
織
で
そ
の
活
動
内
容
は
。

 

地
域
全
体
と
し
て
地
域
の
農
業
を

守
り
、農
業
、地
域
の
持
つ
多
面
的
機

能
を
維
持
、発
揮
す
る
た
め
に
、関
係

区
長
や
地
域
住
民
と
いっ
た
幅
広
い
人

材
を
構
成
員
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。

活
動
内
容
は
、農
地
周
辺
や
水
路
の

除
草
、泥
上
げ
、さ
ら
に
農
業
用
施
設

の
補
修
活
動
お
よ
び
地
域
と
の
共
同

活
動
等
、活
動
対
象
面
積
は
、田
73
㏊
、

畑
１
・７
㏊
、合
計
74
・７
㏊
で
あ
る
。

高
崎
市
が
舞
台
の

 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
！

環
境
フ
ェ
ア
２
０
２
５

※以下、質問順で掲載しております。こちらに掲載している内容は、質問と答弁の
一部です。全文および録画配信が高崎市議会ホームページにて随時アップされ
ますので、そちらも是非ご覧くださいませ。

高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
見
学
案
内

● 

見
学
日
時
／
月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
除

く
）
午
前
９
時
〜
12
時
、午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分 

● 

見
学
人
数
／
団
体
１
０
０
人
ま
で
、個

人
で
も
可
能 

● 

申
し
込
み
方
法
／
事
前
に
電
話
で
空
き

状
況
を
確
認
・
仮
予
約
を
し
、見
学
日
の

２
週
間
前
ま
で
に「
施
設
見
学
申
込
書
」

を
高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
提
出 

● 

電　
話 

０
２
７
・
３
４
４
・
２
５
３
０

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
７
・
３
４
４
・
４
３
６
０

　

高
崎
市
環
境
フ
ェ
ア
が
高
浜
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
も
て
な
し
広
場
に
て
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、今
回
は
２
月
か
ら
本
稼
働
し

て
い
る
高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
の

開
催
、約
２
０
０
０
人
の
方
が
来
場
し
、新

施
設
内
の
見
学
や
体
験
な
ど
熱
心
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
６
月
26
日
（
木
）
の
深
夜
、テ
レ

ビ
東
京
系
列
に
て
、「
下
山
メ
シ 

高
崎
篇
」が
放

送
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
作
は
、２
０
２
４
年
に
話
題
と
な
っ
た
志

田
未
来
さ
ん
主
演
の
グ
ル
メ
ド
ラ
マ
『
下
山
メ

シ
』の
特
別
編
で
、高
崎
市
と
テ
レ
ビ
東
京
が
コ

ラ
ボ
し
て
制
作
さ
れ
た
作
品
で
す
。

　

主
人
公
・
い
た
だ
き
み
ね
こ
（
志
田
未
来
さ

ん
）
が
訪
れ
た
の
は
、本
市
が
誇
る
名
峰
「
榛
名

山
」。 「
榛
名
富
士
」
に
登
り
、自
然
に
癒
さ
れ
た

後
、榛
名
湖
畔
に
あ
る
食
事
処「
大
蔵
坊
こ
ば
や

し
」で
、地
元
の
味「
わ
か
さ
ぎ
フ
リ
ッ
タ
ー
」や

「
メ
ン
コ
ロ
（
メ
ン
チ
カ
ツ
コ
ロ
ッ
ケ
）」
な
ど
、

地
元
グ
ル
メ
を
堪
能
す
る
姿
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　

共
演
に
は
、高
崎
市
出
身
で
注
目
を
集
め
る

若
手
俳
優
の
日
向
亘
さ
ん
、演
技
派
俳
優
の
カ

ト
ウ
シ
ン
ス
ケ
さ
ん
、そ
し
て
マ
ル
チ
に
活
躍

す
る
足
立
梨
花
さ
ん
が
登
場
し
、作
品
に
華
を

添
え
ま
し
た
。
ま
た
、ド
ラ
マ
の
冒
頭
に
は
本

市
の
富
岡
賢
治
市
長
も
職
員
の
皆
さ
ん
と
登
場

す
る
シ
ー
ン
が
あ
り
、高
崎
の
魅
力
発
信
に
努

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

放
送
を
通
じ
て
、高
崎
市
の
自
然
・
食
・
人
の

魅
力
が
多
く
の
視
聴
者
へ
と
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
ご
覧
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

６
月
22
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
２
時

志
田
未
来
さ
ん
主
演「
下
山
メ
シ 

高
崎
篇
」（
テ
レ
ビ
東
京
）

─ 市内各所でドラマの告知がなされました。 ─

高崎駅東口ペデストリアンデッキ

©「下山メシ」製作委員会

©「下山メシ」製作委員会

◀ 見逃し配信もご覧ください!
TVer 「下山メシ 高崎篇」



大河原 吉明

高橋 淳

後閑 賢二

大竹 隆一

青木 和也

長壁 真樹

本
市
に
お
け
る
戦
没
者
慰
霊
に
つ
い
て

 

高
齢
化
が
進
み
、会
員
数
が
減
少

し
て
い
る
本
市
の
遺
族
の
会
に
対
す

る
支
援
体
制
は
。

 

本
市
か
ら
遺
族
の
会
へ
の
支
援
策

と
し
て
、ご
遺
族
の
福
祉
推
進
及
び
遺

族
の
会
の
組
織
運
営
の
強
化
を
目
的

と
し
て
、毎
年
そ
の
活
動
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、広
報
等
を
通

じ
て
遺
族
の
会
の
活
動
を
広
く
周
知

し
認
知
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、賛
助

会
員
の
募
集
促
進
等
に
よ
り
会
員
数

の
増
加
に
努
め
、遺
族
の
会
の
安
定
し

た
活
動
の
た
め
の
支
援
を
し
て
い
く
。

 

老
朽
化
が
進
む
忠
霊
塔
の
維
持

管
理
の
現
状
と
課
題
は
。

 

市
内
に
あ
る
数
十
基
の
忠
霊
塔
の
大

部
分
は
、遺
族
の
会
に
よ
っ
て
維
持
管
理

や
環
境
整
備
が
行
わ
れ
お
り
、本
市
は

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

一
部
の
忠
霊
塔
は
修
繕
す
る
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
の
で
、本
市
と
し
て
は
、遺

族
の
会
の
意
向
や
老
朽
化
の
程
度
等
を

踏
ま
え
、国
の
補
助
制
度
等
も
活
用
し

な
が
ら
、遺
族
の
会
に
対
し
て
の
計
画
的

か
つ
効
果
的
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

 

戦
没
者
慰
霊
は
、過
去
を
悼
む
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、歴
史
的
責

任
、平
和
の
継
承
、人
間
の
尊
厳
を

守
る
社
会
的
実
践
、そ
し
て
心
の
教

育
の
一
つ
と
し
て
、多
層
的
な
意
義

を
持
っ
て
お
り
重
要
な
営
み
で
あ
る
。

本
市
と
し
て
、今
後
の
忠
霊
塔
の
維

持
管
理
に
対
す
る
計
画
的
か
つ
効

果
的
な
支
援
、さ
ら
に
は
抜
本
的
な

解
決
策
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に
つ
い
て

 

本
市
は
令
和
４
年
度
か
ら
都
市

計
画
道
路
の
見
直
し
作
業
を
進
め

て
お
り
、そ
の
目
的
は
、不
要
不
急

の
事
業
を
削
減
し
、財
源
や
人
員
を

重
点
的
に
投
じ
る
べ
き
路
線
に
振
り

分
け
る
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
方

で
あ
る
。
見
直
し
に
当
た
っ
て
の
客

観
的
な
判
断
基
準
は
。

 
未
着
手
、未
整
備
の
区
間
を
有
す
る

72
路
線
を
対
象
に
、整
備
に
よ
る
渋
滞
緩

和
や
経
済
効
果
、計
画
決
定
時
と
現
在
で

の
必
要
性
の
変
化
、整
備
し
な
い
場
合
の

代
替
路
線
の
有
無
な
ど
、複
数
の
観
点
か

ら
総
合
的
に
評
価
し
て
い
る
。
道
路
網

全
体
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
、地
域

交
通
へ
の
影
響
を
確
認
し
た
上
で
、変
更

や
廃
止
の
判
断
を
行
って
い
る
。

 

こ
う
し
た
見
直
し
を
進
め
る
に
当

た
り
、市
民
と
の
対
話
や
合
意
形
成
、

見
直
し
後
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
共

有
し
て
い
く
の
か
、そ
の
方
針
は
。

 

市
民
生
活
に
関
わ
る
重
要
な
案
件

で
あ
る
こ
と
か
ら
、群
馬
県
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
説
明
会
、案
の
縦
覧
な
ど
を
通
じ
て

丁
寧
に
説
明
し
、意
見
聴
取
の
場
を
設

け
て
い
き
た
い
。

 

見
直
し
に
よ
っ
て
す
べ
て
を
実
現
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
選
択
と
集

中
」の
方
針
の
も
と
、重
点
路
線
に
は
こ

れ
ま
で
以
上
の
整
備
と
支
援
を
。
廃

止
や
変
更
さ
れ
る
地
域
に
は
丁
寧
な

説
明
と
と
も
に
、市
民
と
将
来
像
を
描

い
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
お
願
い
し
た
い
。

大
河
ド
ラ
マ
と
ま
ち
お
こ
し
に
つ
い
て

 

令
和
９
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

が
「
逆
賊
の
幕
臣
」
と
決
定
と
な
り
、

い
ち
早
く
高
崎
市
小
栗
上
野
介
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ

備
え
と
し
た
。
そ
の
目
的
・
役
割
は
。

 

本
市
と
し
て
は
、こ
の
機
会
に
小
栗

上
野
介
の
功
績
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、倉
渕
地
域
の
み
な
ら
ず

本
市
全
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、推
進
協
議
会
の
場
を
立

ち
上
げ
た
。
来
訪
者
の
増
加
も
考
え

ら
れ
る
た
め
、関
係
機
関
、関
係
団
体

と
の
連
携
を
図
り
、上
野
介
の
功
績
や

こ
れ
ま
で
の
顕
彰
活
動
、そ
し
て
地
域

の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
伝
え
ら
れ
る
よ

う
役
割
を
担
っ
て
行
く
。

 

小
栗
上
野
介
終
焉
の
地
と
な
っ

た
倉
渕
地
域
に
は
関
係
す
る
史
跡

や
施
設
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
倉

渕
地
域
で
の
備
え
と
取
り
組
み
は
。

 

東
善
寺
や
顕
彰
慰
霊
碑
、小
高
用

水
や
姉
妹
観
音
な
ど
小
栗
公
に
関
す

る
史
跡
や
、は
ま
ゆ
う
山
荘
、小
栗
の

里
な
ど
ゆ
か
り
の
あ
る
史
跡
に
お
い
て

は
、駐
車
場
も
少
な
く
通
路
等
の
安

全
確
保
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、整
備
が

必
要
で
あ
り
、こ
の
た
び
今
定
例
会
に

環
境
整
備
や
関
連
経
費
に
つ
い
て
補
正

予
算
案
を
上
程
し
た
。

 

高
崎
市
全
体
で
の
取
り
組
み
は
。

 

高
崎
だ
る
ま
や
白
衣
大
観
音
、榛

名
山
・
榛
名
湖
な
ど
新
た
な
観
光
ル
ー

ト
を
開
発
し
、市
全
体
の
Ｐ
Ｒ
の
き
っ

か
け
と
し
た
い
。

吉
井
地
域
産
業
団
地
計
画
に
つ
い
て

 

本
市
に
お
け
る
、産
業
団
地
計
画

の
観
点
は
。

 

事
業
用
地
の
利
便
性
に
課
題
を
抱
え

て
い
る
企
業
や
、交
通
環
境
の
優
位
性
な

ど
か
ら
、継
続
し
た
多
く
の
企
業
ニ
ー
ズ
が

あ
り
、本
市
産
業
の
発
展
を
図
る
た
め
に

も
、今
後
、新
た
な
受
け
皿
と
な
る
産
業

団
地
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

吉
井
地
域
で
の
検
討
状
況
、今
後

の
計
画
は
。

 

吉
井
地
域
の
西
部
は
、高
速
交
通
網
へ

の
ア
ク
セ
ス
も
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
、産

業
団
地
の
整
備
に
よ
り
、経
済
活
動
の
活

性
化
が
期
待
で
き
る
区
域
で
あ
る
。
国
道

２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
沿
線
を
中
心
に
適
地
の

絞
り
込
み
を
行
い
、現
地
調
査
を
開
始
し

た
。
必
要
な
土
地
利
用
調
整
を
行
う
と

と
も
に
関
係
権
利
者
や
周
辺
住
民
の
協
力

を
い
た
だ
け
る
説
明
を
し
て
、進
め
た
い
。

吉
井
地
域・池
地
区
の
開
発
行
為
に
つ
い
て

 

吉
井
地
域
活
性
化
に
向
け
、池
地

区
の
今
後
の
開
発
行
為
は
。

 

吉
井
地
域
は
、非
線
引
き
都
市
計

画
区
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、用
途
地
域

以
外
で
の
土
地
利
用
に
関
す
る
規
制
は

比
較
的
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
池

地
区
は
、近
年
、小
規
模
な
民
間
開
発

が
散
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
開
発

や
建
築
行
為
等
に
つ
い
て
制
限
を
し
、適

正
に
誘
導
し
て
い
く
に
は
用
途
地
域
を

設
定
す
る
事
だ
が
、手
続
き
に
関
係
機

関
と
の
協
議
が
必
要
と
な
り
、時
間
を

要
す
る
事
に
な
る
の
で
、実
情
に
応
じ
た

土
地
利
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

完
成
後
の
高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

 

高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

年
間
発
電
量
と
売
電
収
入
の
見
込
み
、

ま
た
、５
月
の
状
況
は
。

 

新
施
設
に
は
発
電
施
設
を
整
備
し
、市

独
自
に
発
電
し
た
電
力
を
施
設
内
で
利
用

す
る
ほ
か
、「
た
か
さ
き
新
電
力
株
式
会
社
」

に
売
電
し
て
い
る
。
新
施
設
の
最
大
出
力
は

１
万
１
５
１
０
ｋ
Ｗ
で
年
間
発
電
量
は
約
８

５
０
０
万
ｋ
Ｗ
ｈ
と
な
り
、約
２
万
世
帯
分

に
相
当
す
る
。
こ
の
う
ち
、「
た
か
さ
き
新

電
力
株
式
会
社
」に
売
電
す
る
売
電
量
は

約
６
５
０
０
万
ｋ
Ｗ
ｈ
、収
入
は
約
７
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
。
５
月
の
売
電
額
は
約
７

１
０
０
万
円
と
な
り
、諸
経
費
を
差
し
引
い

た
実
収
入
は
約
６
５
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

地
産
地
消
に
よ
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現
と

地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

旧
施
設
の
跡
地
利
用
の
予
定
は
。

 

旧
施
設
の
解
体
に
関
し
て
は
、現
在
、

解
体
工
事
に
伴
う
設
計
や
土
壌
検
査
な

ど
の
環
境
調
査
を
進
め
て
お
り
、結
果

を
踏
ま
え
て
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確

定
し
て
い
く
。
費
用
に
つ
い
て
は
、他
市

の
事
例
を
参
考
に
算
定
し
、解
体
後
の

跡
地
整
備
も
並
行
し
て
計
画
等
を
進
め

る
予
定
。
解
体
工
事
完
了
後
に
地
盤

調
査
を
行
い
、野
球
場
や
温
水
プ
ー
ル
な

ど
の
施
設
整
備
を
開
始
す
る
。
今
後
に

つ
い
て
も
地
元
と
意
見
交
換
会
を
重
ね
、

し
っ
か
り
と
協
議
検
討
を
進
め
て
い
く
。

 

高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
ご
み

処
理
の
拠
点
と
し
て
、市
民
の
皆
さ

ま
が
安
心
で
安
全
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、し
っ
か
り
と
し
た
施
設
の
運
営

と
管
理
を
期
待
す
る
。

室
田
地
区
３
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

 

検
討
委
員
会
で
の
協
議
結
果
に

つ
い
て
。

 

使
用
す
る
校
舎
は
下
室
田
小
学
校
と

し
校
名
は
室
田
小
学
校
と
す
る
。
統
合

時
期
は
令
和
９
年
４
月
１
日
と
す
る
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
は
３
ル
ー
ト
を
運
行
し
、通
学

に
支
障
の
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、学

校
正
面
の
入
り
口
道
路
を
相
互
通
行
で
き

る
よ
う
に
整
備
す
る
。
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
下
室
田
小
学
校
の
施
設
を
使
用
し
利

用
増
の
場
合
に
備
え
施
設
を
増
築
す
る
。

 

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

 

高
崎
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
改
正
議
案
が
可
決
さ
れ
れ
ば
正
式

に
決
定
と
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
詳
細
事

項
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
予
定
。
学

校
運
営
方
針
や
学
校
行
事
計
画
の
策

定
、教
育
課
程
の
編
成
、校
歌
・
校
章
・

校
旗
の
決
定
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
通
学
路

の
安
全
対
策
な
ど
通
学
体
制
の
整
備
、

引
っ
越
し
の
等
の
準
備
な
ど
、学
校
が

中
心
と
な
り
検
討
し
て
い
く
が
、内
容

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
教
育
委

員
会
や
関
係
部
局
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。
ま
た
統
合
ま
で
新
た
な

予
算
措
置
が
想
定
さ
れ
る
の
で
状
況

に
応
じ
た
予
算
の
確
保
に
努
め
統
合

に
向
け
て
着
実
に
準
備
を
進
め
る
。

 

下
室
田
小
の
駐
車
場
は
正
門
横
、

根
古
屋
団
地
入
口
か
ら
入
り
給
食
室

裏
か
ら
進
入
す
る
が
、ど
ち
ら
も
狭

隘
で
安
心
し
て
通
行
が
困
難
で
改
修

を
要
望
。
ま
た
統
合
が
第
一
だ
が
、

２
校
の
学
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て
も

地
域
と
連
携
し
検
討
い
た
だ
き
た
い
。



　高崎市は、倉渕・榛名・吉井の3つの山間地域において、交通手段の乏しい
高齢者などの投票機会を確保するため、2025年夏の参議院議員通常選挙か
ら「移動期日前投票所」を導入する方針を決めました。

　この移動投票所は、小型バスを借り上げて車内に投票箱や記載台を設置し、
各地域で1日2か所、計3日間にわたり巡回する形式となりました。

　市では、2006年の合併後に投票所の統廃合が進み、利便性が低下していた
現状や、無線ネットワーク環境のセキュリティーが確保できるようになったこと
を踏まえ、高齢者支援策の一環としてこの事業を実施します。

　高崎市では、長期休業期間中に放課後児童クラブの利用を希望する小学生とその
保護者のニーズに応え、「夏休みの居場所づくり事業」を実施します。これは、保護者
が日中就労等で家庭に不在となる児童が、安心・安全に過ごせる場を提供し、子育て
と就労の両立を支援するものです。
　この事業は、新風会が令和７年度予算要望で強く求めていた施策であり、今後も市
民の皆さんからの要望を市政に反映させていくよう会派で取り組んでまいります。

高崎市議会 新風会高崎市議会 新風会
〒370-8501
群馬県高崎市高松町35番地1
〒370-8501
群馬県高崎市高松町35番地1

http://www.shinpukai.com/http://www.shinpukai.com/
新風会ホームページ
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青柳 隆
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しばた   かずまさ
柴田 和正

高崎市金井淵町259
☎027-343-7161

おおかわら   よしあき
大河原 吉明

高崎市京目町1634-6
☎090-9385-8680

ときた   ひろゆき
時田 裕之

高崎市浜川町
☎090-4948-4450

ごとう   あきら
後藤 彰

高崎市乗附町1563-27
☎027-328-5100

ひぐち   てつろう
樋口 哲郎

高崎市吉井町馬庭827-1
☎090-3245-0195

わたなべ   たかひろ
渡辺 隆宏

高崎市下斉田町
☎070-3784-9871

たかはし   じゅん
高橋 淳

高崎市山名町492-1
☎090-9019-7800

移動期日前投票所設置移動期日前投票所設置

「夏休みの居場所づくり事業」
を実施します

❶ 保護者が就労等により、昼間家庭にいない
❷ 高崎市内に在住、または高崎市内の小学校に在籍している
❸ 保護者が実施場所に送迎できる
❹ 現在、放課後児童クラブを利用していない

■期間：令和7年7月22日（火）～ 8月29日（金）
■時間：平日 午前7時30分～午後6時30分（土日祝日等は閉所）
■費用：児童1人あたり2万円（減免制度あり）

※なお、令和7年度の申し込みは7月2日（水）に締め切りました。

対象者 以下すべての条件を満たす児童

移動期日前投票所


